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の職場適応行動 96 項目と職場適応状態 53 項目は，5 名の研究者による専門家会議において表面妥当
性を検討した。さらに 9 名の研究者を対象とした質問紙調査により，Item Level Content Validity Index
を指標として用いて内容妥当性の検討を実施した。 








来る 2025 年の看護職員の必要数の試算は約 200 万人，

































































平成 26 年 11 月，約 120 分のグループインタビュー形式に
よる専門家会議を実施した。インタビューは参加者の許可
を得て録音した。 
 本研究のアイテムプールには，Kitajima & Hosoda 6)によ
り新人看護師の職場適応について質的帰納的に抽出され













有する看護教育学の研究者 9 名を対象に，平成 27 年 2 月か









分析方法は，Item Level Content Validity Index(I-CVI) 7) を計













参加者は全員女性であり，年齢構成は 30 歳代 2 名，50
歳代 3 名であった。看護師経験年数は平均 12.9 年，新人
看護師指導経験年数は平均 9 年，看護学基礎教育経験年数
は平均 7.56 年，取得学位は博士 1 名，修士 4 名であった。 
Kitajima & Hosoda6) により抽出された職場適応行動 96






































たと感じている状態を示す 12 項目から構成された。 
調査 2：内容妥当性指数を用いた検討 
調査協力依頼は 10 名に行い，調査協力の意向調査はが
きの返送のあった 9 名に調査票を郵送し，9 名から調査票
を回収した。対象者は全員女性であり，年齢は 50 歳代 4
名，40 歳代 3 名，30 歳代 2 名であった。看護職の経験年
数は平均 10 年 3 ヶ月，新人看護師の指導年数は平均 6 年，
看護学基礎教育の教員経験年数は平均 11 年 6 ヶ月であっ




表 1 新人看護師の職場適応行動尺度項目および I-CVI 
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択とし 18 項目に，「日常の業務を円滑にする行為」は 3 項
目を不採択とし 7 項目に，「仕事に望む心構えや姿勢」は
4 項目を不採択とし 16 項目に減少した。「仕事に備え自己
を整える行為」は不採択の項目はなく 6 項目が残った。最
終的に合計 16 項目を不採択とし，職場適応行動は合計 82
項目が採択された(表 1)。 
職場適応状態尺度は，「チームへの所属感」1 項目を不採
表 2 新人看護師の職場適応状態尺度項目および I-CVI 





なく，「自立的な役割の遂行」は 1 項目を不採択とし 18 項
目に，「仕事に対する自己効力感」1 項目を不採択とし 11
項目になり，最終的に合計 3 項目を不採択とし，職場適応
































た I-CVI を得ることができたと考えられる。I-CVI が 0.78
未満 7)を示した 19 項目は，尺度項目として妥当性が低い
と判断されたため不採択とされた。新人看護師の職場適応
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Abstract  
This study aimed to examine the surface and content validity of the Workplace Adaptive Behavior Scale and 
the Workplace Adaptive State Scale for new nurses and to refine the scale items accordingly. The scale items 
were qualitatively and inductively extracted from the aspects of adaptive behavior and state with reference to 
Piaget’s theory. The surface validity of 96 items of workplace adaptive behaviors and 53 items of workplace 
adaptive states of new nurses was examined at a meeting of five expert researchers. In addition, nine researchers 
examined the items’ content validity using an item-level content validity index, as an index by questionnaire 
survey.  
The Workplace Adaptive Behavior Scale was organized into 82 items and the Workplace Adaptive State Scale 
was organized into 51 items, and they were refined as scales with surface and content validity. In the future, in 
order to refine the validity and reliability of the two scales, it is necessary to examine the construct validity of 
the scale items, criterion related validity, and reliability. 
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